
 標準検査（２）（回収状況検査） 

 検査の対象となった統計調査の回収率が、同様の調査手法、調査対象 
である他の統計調査と比較して明らかに低いと判断される場合、 
比較した他の統計調査における情報（回収率向上方策）を提示し、同様 
の取組ができないか確認する。 

期待される効果 

◇ 検査官とコミュニケーションをとることで、経験の浅い職員 
 でも優良事例の情報を得やすく、効率的に対応できる可能性 
 が高まる。 

資料２ 

第３回 WG議事概要 
○ 回収状況検査では、催促の頻度、オンライン調査、報告者負担軽減策の実施状況、回収後の集計・公表までの期間

（公表早期化の検討材料にもなる）などをチェックしてどうか（日本銀行） 

回収状況検査の見直し 
見直し前 

10月28日WG資料 



オプション検査（５）（回答）総合検査（案） 見直し案 

 検査対象となる統計調査において、検査の対象となった統計調査の回答状況について、以下
の視点からヒアリングや資料提出等を通じて確認を行い、総務省の見解を統計委員会に報告
する。 

１） 回答が得られた客体の数は、統計を作成するのに十分か。 

２） （例えば、地域属性、規模属性、年齢属性などでグルーピングした際に、）グループ毎の

回答状況に偏りが生じていないか。生じている場合、集計等で適切な措置がとられている
か（補完措置や事後層化措置等）。 

３） 督促、代替標本の確保などの回答を得る対応状況を確認し、当該対応が（予算・リソー
スの範囲の中で）妥当なものとなっているか。 

４） オンライン回答が導入されているか。導入されていない場合、合理的な理由が認めら
れるか。 

６） 上記１）～５）及び予算、調査内容（報告負担）、調査対象、報告の期間などから総合
的に勘案し、回答状況は問題ないか、それとも改善の余地があるか。（改善の余地が
ある場合、具体的な取組について提案） 

５） 必要に応じて、重み付き回答率（次頁参照）を計算し、カバレッジ面で重要な調査対象の回
答が欠損していないか確認 



【参考】 

重み付き回収率 （米国ガイドラインが参照するworking Paper 31の内容） 



検査の構成の変更について 

10月28日 WG案 変更案 

平成29年度、全ての基幹統計調査を検査対象とする場合、見える化状況検査だけでも大きな
業務量となることなどを考慮し、本検査は標準検査からオプション検査に変更したい。 
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